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２  

別 紙 

 

硫黄島における火山活動観測要領 

 

１ 目 的 

  硫黄島における火山活動の観測に関し必要な事項を定め、所在部隊の

保安に資する。 

２ 実施部隊 

  航空集団司令官所定とする。 

３ 観測の種類等 

  次表のとおり。 

種 類 種 別 

 

通 常 観 測 

断 層 観 測 

噴 気 温 度 観 測 

地 震 観 測 

特 別 観 測 

断 層 観 測 

噴 気 温 度 観 測 

地 変 の 監 視 

４ 実施要領  

  次のほか、実施部隊の長所定とする。  

（１）通常観測 

付紙第１のとおり。 

（２）特別観測 

   特別観測は、５日間の地震回数が２００回を超えた場合、又は、１

日の地震回数が４０回を超えた場合に、通常観測に加えて、次の観測

を行う。 

ア 断層観測、噴気温度観測 

  観測時期を１日１回とするほか、通常観測に同じ。  

イ 地変の監視 

  島内巡視を実施し、有感地震、鳴動、海岸線の移動、新たな断層

及び噴気の発生等を監視する。 

  なお、本監視についての観測記録の様式等は、実施部隊の長所定

とする。 

 



 

３ 

５ 保 安 

  観測の実施にあたっては、保安に十分留意し、危険な兆候を認めた場

合は、観測作業を中止するものとする。  

６ 報告等 

 実施部隊の長は、付紙第２に示す報告等を実施するものとする。  

７ その他 

  この要領に基づく観測に関し、防災科学技術研究所から、技術面の協

力及び指導が得られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

付紙第１ 

 

通 常 観 測 実 施 要 領 

     観測種別 

項 目 
断層観測 噴気温度観測 地震観測 

観測点 防災科学技術研究所との調整に基づき実施部隊の長所定 

観測時期 おおむね１０日に１回 常 時 

観測器材 

（観測手段） 

１ クリノメーター 

２ 断層変位量測定器 

（構成及び設置要領は、属紙第１のとおり。） 
サーミスター温度計 地震観測装置 

観測作業 

１ 断層変位量測定器のスケール（以下「ス

ケール」という。）の先端を目盛板上の面

に設置させる。 

２ スケールの先端が示す目盛板上の上下

及び水平方面の目盛を読み取る。 

３ スケール上の読取点の目盛を読み取る。 

４ 支柱のＥ、Ｆ、Ｇ及びＨ面の鉛直面から

の傾斜をクリノメーターで読み取る。 

 サーミスター温度計の感部を噴気孔の内部にでき

るだけ深く入れて温度を読み取る。 

１ 短周期地震計による観測 

「気象庁火山観測指針」を準用し、次の観測を

行う。 

２ 日別地震回数 

００００から翌日００００までの地震回数 

３ ５日間地震回数 

当日までの連続した５日間の日別地震回数の 

合計 

観測記録 属紙第２のとおり。 属紙第３のとおり。 様式等は実施部隊の長の所定とする。 
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属紙第１ 

 

断 層 変 位 量 測 定 器 の 構 成 

 

１ 構 成 

（１）支 柱×２ 

（２）目盛板 

（３）スケール 

（４）支持台 

 

２ 設置要領 

（１）断層をはさむ 2本の支柱を結ぶ線と、断層の線は垂直とする。 

（２）２本の支柱は鉛直とする。 

（３）スケールの軸線と目盛板の面は垂直とする。 
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属紙第２ 

 

断  層  観  測  記  録  観  測                観 測 年 月 日        

天          気        

観測点 
上下変動 水平変動 幅変位 支柱傾斜 

記     事 観測者 
A AD SAD B BD SBD C CD SCD E面 F面 G面 H面 

例 Ｄ．No１ -11 0 -2 -5 +1 -4 495 +2 +5 +1 +2 -1 0  海 野 

                

                

                

                

                

                

                

                

記 事 

 

記入要領 １ Ａ，Ｂ，Ｃ欄は読取値をミリメートル単位で記入する。 

       ２ ＡＤ、ＢＤ、ＣＤ欄は前回の読取値に対する読取値の増減を記入する。（増：（+）、減：（-）） 

       ３ ＳＡＤ、ＳＢＤ、ＳＣＤ欄は変位量測定器設置からの変位量を記入する。 

       ４ Ｅ面、Ｆ面、Ｇ面、Ｈ面欄は鉛直面からの傾斜を度単位で記入する。（オーバーハングの状態：（-）、逆（+）） 

６
 



 

 

 

属紙第３ 

 

噴  気  温  観  測  記  録  観  測                   観 測 年 月 日        

天          気        

観測点 時 刻 測定値 補正値 噴気温度 
噴気温度 

変  化 
気 温 

ｻｰﾐｽﾀｰ 

番 号 
記     事 観測者 

例 Ｆ．No１ 1430 115.5 0 115.5 +1.5 28.5 No2345 噴気量前回に比しやや増える。 海 野 

          

          

          

          

          

          

          

          

記 事 

 

記入要領 １ 温度の単位は摂氏（℃）とする。 

       ２ 測定値の最小位数を0.5とする。 

       ３ 噴気温度変化は前回観測時の噴気温度に対する増減を記入する。（増：（+）、減（-）） 

 

７
 



 

 

 

付紙第２ 

火 山 活 動 観 測 報 告 等 

名 称 観測の種別 
報告（通報又は資料送

付）先 
時 期 様 式 等 

断層観測記録 断層記録 

（海幕防衛部長） 

観測実施後速やかに。 

様式及び記入要領は、付紙第１・属紙第２のとおり。部数４部 

噴気温度観測記録 噴気温度観測 様式及び記入要領は、付紙第１・属紙第３のとおり。部数４部 

観測点変更通報 
断層観測及び 

噴気温度観測 

断層記録又は噴気温度観測の観

測点を変更したとき。 
地形図等により位置を示し変更の理由を記入する。部数３部 

地震回数速報 地震観測 
特別観測実施中及びその翌日１

日１回 

電報形式          例１ 

 

 

 

 

              例２ 

火山活動異常速報 

 

海 幕 長 異常を認めたとき。 

電報形式          例 

 

 

 

 

 

 

 

地震回数速報 

１ ５日間地震回数 

２ 同上５日間の日別地震回数

（既に報じている日の分を除

く。） 

３ その他（異常の有無等） 

火山活動異常速報 

１ 必要とする措置 

２ 死傷者等の有無及びその状

況 

３ 火山活動の状況 

４ その他 

地震回数速報 

１ 92 

２ 16日24 17日25  18日18  19日13 20日12  

３ な し 

地震回数速報 

１ 78 

２ 21日 10 

３ な し 

火山活動異常速報 

１ な し 

２ な し  

３ ﾐﾘｵﾝﾀﾞﾗｰﾎｰﾙ 1630 噴火 小規模 

４ な し 

 

８
」
 


